
建設部会活動 報告書 

中国本部建設部会 

事業名称 公益社団法人日本技術士会 中国本部 建設部会 

2023 年度 建設部会 第 2 回講演会 

実施時期 2023 年 12 月 2 日（土）13:00～17:00 

実施場所 
会場（広島、鳥取、島根、岡山）での集合形式、および 

広島会場他から Web 配信（Web 個人視聴）のハイブリッド方式 

参加人数 会場 38 名（広島 31、鳥取 2、岡山 2、島根 3） 
自宅等での個人視聴 41 名    合計 79 名 

CPD 3 時間 30 分 

事業内容 

と感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中国本部建設部会の 2023 年度 建設部会 第 2 回講演会を以下のとおり実施した。 

 
【目的】 

人口減少化における地域の持続的成長や地域活性化のあり方について、学識経験者か

らの基調講演に加え、中国地域の都市圏や中山間地域での具体的取り組みを紹介するこ

とで、建設部門技術士の地域活性化への参画の場拡大に資することを目的とした。 
 
【講演内容】 
講演１：13:10～14:40（90 分）（会場講演） 

演題「中国圏の将来の展望 ～広域地方計画改訂の議論を受けて～」 
講師： 公立大学法人福山市立大学 大学院 都市経営学研究科 研究科長 
    都市経営学部 学部長 教授      渡 辺 一 成 氏 

 
講演２：14:50～15:50（60 分）（Web 講演） 

演題「中国地方における新たな循環圏形成のデザインと手法」 
講師：一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所 所長 

                       藤 山   浩  氏  
 
講演３：15:50～16:50（60 分）（Web 講演） 

演題「地方企業の公民連携 
 ～ローカルの中小企業だからこそできるまちづくり～」 

講師：福山電業株式会社 代表取締役社長   島 田  宗 輔 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    広島会場での様子（挨拶）        広島会場での講演会の様子 
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【参加者状況】申込者：90 名（会員 76 名、非会員 14 名） 
参加者：79 名（各会場合計 38 名、Web 41 名） 

 
【評価】アンケート回答者 61 名（各会場合計 28 名、Web 33 名） 
① アンケート回答率は約 8 割で、9 割を超える方が満足回答。講演内容は興味深く、ど

れも面白く、わかりやすかったとのコメントが多かった。 
② この講演を聞いて、自分の町の事例で考えてみたい、改めて問題の深刻さを感じるこ

とができた、これからの様々な機会に活かしたいという内容も多数あり。 
③ 一方で、音声の途切れに関して「Web 講演は特に聞き取りにくい箇所があった」や、

「配布資料と実際の内容が違っていたのでメモを取るのに少し大変だった」という意

見あり。 
④ CPD 受講証を当日参加の方に配布しないのは理不尽で、日本技術士会 HP のどこから

ダウンロードするのか不明。といったコメントもあった。 
 
【課題】 
① 当日に講演者の講演方法の変更（会場講演⇒Web 講演）があったが、講師の Teams 接

続については特段支障なく運営できた。若干フリーズした場面もあったが短時間で復

帰した。 
② 広島会場では、マイクが２本（講演者と質問者用）での対応が望ましかったが、ライ

ン接続のマイクの音声不調のためワイヤレスマイクのみで対応した。今後の課題と思

われる。 
③ CPD 受講証入手方法に係る会員への周知内容について理解されていない方が多く、問

合せもあったため、会員へのわかりやすい周知は今後の課題と思われる。 
⇒今回は統括本部 HP に CPD 受講証がアップロードされた後に、会員参加者宛にダウ

ンロード方法も含めて再周知した。事務局業務の省力化・円滑化のためには、同様な

フォローを当面の間継続すべき。 
④ 講演会後の非会員（今回の対象 13 名）への CPD 受講証の発行は、「各人宛てに記名し

た CPD 受講証をメール送信する」こととした。CPD 受講証の作成はマニュアル化さ

れているが、メール送信は対象人数が多い場合には手間がかかるため、さらなる効率

化が必要（会場参加者には手渡しする等）。 
⑤ 事後アンケートの回答は、従来は CPD 受講証の発行条件（Web 参加＋アンケート回答

者に CPD 受講証発行）としていたため概ね 100%であったが、今回は任意としていな

かったため約８割に留まった。講演会前の Teams 案内時にもリンク貼りつけする等に

より回答率のアップを図る方法の検討が必要。 
 

以 上 
 

 

 

 

 

 


